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平成 28 年度Ⅰ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語（その１） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

 

 （ここの部分に英文あり、著作権の関係で非表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1. Translate the underlined sentence (A) into Japanese.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. Translate the underlined sentence (B) into Japanese.  

 

 

 

 

 

 

Q3. Give an example of “indigenous peoples” in Japanese.  

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

平成 28 年度Ⅰ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語（その２） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

2. （ここの部分に英文あり、著作権の関係で非表示） 

 

 

 

 

 

 

  

 

Q1. Translate the underlined sentence (A) into Japanese.  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. Translate the underlined sentence (B) into Japanese. Be sure to refer specifically to “these problems”.  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3. Which of the following can be most suitable word in the blank ( C )?  

① insurance ② value ③ decision ④ policy 

 

Q4. Which of the following can be most suitable title for this reading?  

 ① Agriculture and Food Security 

 ② Imported Feed and Dairy Farming 

 ③ Environmental Pollution resulting from Agriculture 

  ④ Policies influencing on Agricultural Production 

大学院入学試験問題用紙 



平成 28 年度Ⅰ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

農政学 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

 

以下の 3 問の中から 1 問を選択して解答しなさい。 

解答の際に、選択した問題の番号を明記すること。 

 

Q1.（農業史）明治前期に内務省によって展開された勧農政策の特徴について、具体的な事例を挙げつつ論述せよ。 

Q2.（農村社会学）現代日本の農村社会におけるソーシャルキャピタルにはどのような特質が認められるか。その背景と課題と共に

論述せよ。 

Q3.（環境政策論）地産地消の推進に関する政策的含意を述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院入学試験解答用紙 



平成 28 年度Ⅰ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

農政学 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

問題番号［  ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

平成 28 年度Ⅱ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語（その１） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

（ここの部分に英文あり、著作権の関係で非表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1. Translate the underlined sentence (A) into Japanese.  

 

 

 

 

 

 

Q2. Which of the following is most suitable word in the blank (B)？  

①  Exclusive    ② special    ③ available    ④ important 

 

Q3. Which of the followings is most suitable for explaining the meaning of （C）“ landfill ” ?  

① refuse disposal station  ② an uninhabited wilderness  ③ a low area that has been filled in 

 

Q4. Give an example of （D） “greenhouse gas” in Japanese.  

 

 

Q5. Translate the underlined sentence (E) into Japanese.  

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

平成 28 年度Ⅱ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語（その２） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

2．（ここの部分に英文あり、著作権の関係で非表示） 

 

 

 

 

 

 

  

 

Q1. Translate the underlined sentence (A) into Japanese.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. Translate the underlined sentence (B) into Japanese. Be sure to refer specifically to“which”.  

 

 

 

 

 

Q3. Which of the following can be most suitable word in the blank ( C )?  

① increase ② decrease ③ hold ④ account for 

 

 

Q4. Translate the underlined sentence (D) into Japanese.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

平成 28 年度Ⅱ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

日本語（その１） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

備考：①答えはすべて解答用紙に記入しなさい。 ②問題は 2 枚ある。 

 

 

Ⅰ．下記の文章の（１）～（15）について、読み仮名を答えなさい。 

（ここの部分に日本語あり、著作権の関係で非表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．下記の文章の（１）～（15）について、漢字で書きなさい。 

（ここの部分に日本語あり、著作権の関係で非表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

平成 28 年度Ⅱ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

日本語（その２） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

 

Ⅲ．次の 1～10 の文章の（    ）内にあてはまる最も適当な言葉を、それぞれ a～d の中から一つ選び、その記号を応えなさい。

 

１．のどがかわいた（      ）、水を飲みました。 

a. いっぽうで  b. ので      c. けれども   d. より 

 

２．祭日で休み（      ）仕事だ。 

a. なのに    b. だから     c. こそ     d. がちに 

 

３．休みの日に（      ）雨が降る。 

a. だから    b. すら      c. くらい    d. かぎって 

 

４．頑張って勉強した（      ）、定期試験の成績は良くなかった。 

a. ものの    b. ので      c. ために    d. くらい 

 

５．今日（      ）2 日間、友人が東京に来る。 

a. だけ     b. さえ      c. から     d. だって 

 

６．野球を見ることは好き（      ）、野球をすることは苦手である。 

a. なので    b. ばかりに    c. どころか   d. だけれども 

 

７．大学院に入学後は（       ）勉強をして夢を叶えたい。 

a. しみじみ   b. うっかり    c. しっかり   d. だらだら 

 

８．彼は（      ）疲れている。 

a. ようやく   b. はたして    c. やっと    d. かなり 

 

９．春に（      ）桜が満開に咲く。 

a. かぎって   b. もかかわらず  c. なると    d. したがって 

 

１０．農業所得の向上を（      ）農業基本法が制定された。 

a. のぼって   b. むけて     c. もうかって  d. めざして 

 

 

 

 

Ⅳ．あなたは日本の農業について、どのように考えていますか。300 字以内で作文をしなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院入学試験解答用紙 

平成 28 年度Ⅱ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

日本語（その１・２とも） 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

Ⅰ．         

1 2 3 4 5 

          

6 7 8 9 10 

          

11 12 13 14 15 

          

Ⅱ．         

1 2 3 4 5 

          

6 7 8 9 10 

          

11 12 13 14 15 

          

Ⅲ．         

1 2 3 4 5 

          

6 7 8 9 10 

          

Ⅳ．                                       

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

平成 28 年度Ⅱ期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

食料経済学 
農業経済学専攻 

博士後期課程 

  

以下の４問の中から１問を選択して解答しなさい。解答の際に，選択した問題の番号を明記すること。 

 

1.（開発経済学）いわゆる「中所得国の罠」と呼ばれる現象について、一つの国の事例を用いて説明せよ。 

2.（経済地理学）農産物の産地が形成される理由を、「集積の利益」の概念を含めて説明せよ。 

3.（食品マーケティング論）「アンゾフの製品・市場成長マトリックス」について表を用いて説明せよ。 

4.（食料経済学）成熟期にきた食の需給の実態について述べよ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


